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「わたしはマララ」日本初特別試写会

インドの活動地域から女の子が来日
Because I am a Girl
エンジェル就任スピーチ 森星さん

トークセッション

池上 彰さん

第4 回 
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Q 大学生活は楽しいですか？
何を勉強していますか？

専攻は哲学です。その他に英語や政治学の
授業も取っていますが、特に政治学の授業は

難しく教科書を理解するのも一苦労しています。政
治学を今まで学んだことがなかったからだと思いま
す。大学は家から約 5㎞のところにあって、自転車
で 30 分くらいかかります。特に負担は感じていませ
ん。大学から帰ったら、家で縫製の仕事をしたり、
読書を楽しんだりしています。

A

Q

国際ガールズ・デーにインドの女の子が来日。　　 日本社会への力強いメッセージ

 生まれて初めての海外で、日本
に約 1 週間滞在。2 つの中学・
高校への訪問に加えて、外務
省国際協力局参事官と面会した
り、メディア取材に対応したり…。
大忙しのスケジュールでしたが、
終始笑顔。「日本の方たちはフレ
ンドリ―で心が温かいのがうれ
しかった。スピーチも緊張せず
楽しんでできました！」と、コメ
ントしてくれました。

インド東部にあるオディシャ州
に、家族 3 人で暮らすプリヤン
カさん。貧しい暮らしを強いられ
ていた一家でしたが、プランの
支援でプリヤンカさんは教育や
職業訓練を受けることができま
した。大学の勉強と家の手伝い、
仕事と大忙しの毎日ですが、先
生になりたいという夢に向かっ
て充実した日々を過ごしていま
す。

初めての海外視察！
日本の学校や
外務省を訪問。

プリヤンカさんの
インドでの暮らしを
ご紹介！

学校へ移動中。インドとは様子が異なる
日本の電車に大興奮！

大学までは、毎日自転車を 30 分ほど漕
いで通います

玉川聖学院中等部・高等部での、プレゼ
ンテーションの様子

食事の準備や掃除など、家のお手伝いも
積極的にします

大妻中野中学校・高等学校にて。生徒に
よる手話付き合唱パフォーマンスも

家計を支えるため、プランから支給された
ミシンで縫製の仕事をします

スタッフと和食にトライ。でもやはり、カ
レーが恋しくなったようです

教科書を読む表情は
真剣そのもの。学用
品もプランからの支援
を受けています

外務省国際協力局の水越英明参事官を
訪問し、女子教育への支援を訴えました

お母さんと 3 つ年下の弟と一緒に。お母
さんは病気を患っています

学校訪問の途中の新井薬師で、おみくじ
をひきました

プリヤンカさんの家。父を失くして非常に
貧しい暮らしをしていました

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
の
名
前
は
プ
リ
ヤ
ン

カ
。
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
た
め
、
イ
ン
ド
か
ら
来
ま
し

た
。
父
は
私
が
11
歳
の
と
き
に
病
気
で
亡

く
な
り
、
経
済
的
理
由
か
ら
、
家
族
は
弟

の
み
に
学
校
を
続
け
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し

た
。
私
が
住
む
地
域
で
は
、
や
が
て
結
婚

を
し
て
家
を
出
る
女
の
子
へ
の
教
育
は
無

意
味
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
教

育
を
受
け
た
女
の
子
は
、
結
婚
相
手
と
し

て
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
な
か
、
プ
ラ
ン
の
粘
り
強
い
家
族
へ
の

説
明
と
サ
ポ
ー
ト
で
、
私
は
高
校
を
卒
業

し
大
学
に
通
う
こ
と
ま
で
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
プ
ラ
ン
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
身
に
付
け
た
技
術
と
、
プ
ラ
ン
か
ら
支

給
さ
れ
た
生
地
や
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
、
縫

製
の
仕
事
を
し
て
家
計
を
助
け
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
、
何
よ
り
私
は
自

分
に
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
私
は
自
分
で
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で

き
る
し
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
家
族
や
村
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
で
す
。

　

私
は
自
分
の
勉
強
や
家
の
お
手
伝
い
に

加
え
て
、
よ
り
よ
い
社
会
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
し
た
い
で
す
。
特
に
、
女
の
子

の
支
援
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
私
の
住
む

地
域
で
は
、
女
の
子
は
男
の
子
に
劣
る
と

考
え
ら
れ
、
教
育
の
権
利
を
奪
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
か
ら
で
す
。
将
来
は
先
生
に

な
っ
て
、
貧
し
い
子
ど
も
や
教
育
を
受
け

る
機
会
が
な
い
子
ど
も
に
勉
強
を
教
え
た

い
。
そ
し
て
、
誰
も
が
教
育
を
受
け
る
権

利
を
も
つ
社
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
の
子
に
教
育
と
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
女
の
子
は

家
事
だ
け
で
な
く
外
で
働
い
て
お
金
を
稼

ぎ
、
男
の
子
と
同
じ
よ
う
に
家
族
を
支
え

る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
で
す
。　

教
育
を
受
け
社
会
で

働
く
こ
と
な
ど
を
通
し
て

生
き
る
自
信
を
得
ま
し
た

Priyanka
プリヤンカさん（18 歳）
インド東部のオディシャ州在住。10 月11日
の国際ガールズ・デーイベントに登壇するた
め、来日。女の子への教育の必要性や、自
分の将来の夢などをスピーチしてくれました。

プリヤンカさんの
ある日のスケジュール

起床

朝食と家の
お手伝い

大学で勉強 

ランチ

自由時間

家のお手伝い

勉強 

夕食

就寝

6：30

6：30 – 8：00

8：00 –14：00

14：30 –15：30

15：30 –16：30

16：30 –18：30

18：30 – 21：00

21：00

22：00

特集●第4回 国際ガールズ・デー

Q 女の子だから、という理由で
苦労をすることは
多いと思いますか？

母を含め、家庭でも女性の多くは“女だから”
という理由で意見を言うことも許されず、無

視される存在でした。教育を受ける機会もありませ
んでした。私自身も、父が亡くなった後は一層自由
がなくなり、学校に行ったり外で自由に過ごすこと
も難しくなりました。そんな状況を変えてくれたのが、
プランです。プランは私の家族や村の人に、女の子
が教育を受けることの大切さを訴え、私に教育の機
会を与えてくれました。

A

A

何か伝えたい
メッセージはありますか？

都会でも田舎でも、すべての親は男の子と女
の子を平等に扱うべきだと訴えたいです。教

育や家の手伝い、収入を得ることなどすべてにおい
て、女の子が男の子に劣っているということはない
からです。また、女の子はもっと社会参加をして機
会の平等を主張するべきだとも思います。私は母校
や今通っている大学で女の子に勉強を教えているの
ですが、そこでも、家庭内での意思決定からスポー
ツを楽しむときまで、もっと女の子が積極的になっ
たほうがいいとアドバイスしています。

Q
A

現在、どのような
支援を受けていますか？ 

プラン・インドに、経済的支援に加えて教科
書などの学習教材も支給してもらっています。

また、職業訓練も受けることができ、母の縫製の仕
事を手伝っています。わずかですがお金を稼ぐことで、
私は女の子ですが家庭で発言権を得ることができ
るのだと思います。

10月11日
プリヤンカさんの活躍
右▶ Because I am a Girl エン
ジェルに就任したモデルの森星
さんと一緒に。中央▶女の子へ
の教育の必要性を英語でスピー
チしました。左▶交流会の様子
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17:15

会場内には、Because I am a 
Girl（BIAAG）キャンペーンを支
援してくださっている企業等の
PR ブースのコーナーも設けら
れ、多くの来場者の関心を集め
ていました

 国際ガールズ・デーイベント

「羽ばたけ！ 世界の女の子」開催！
 ～Unlock the Power of Girls～

in the WORLD

in JAPAN

2015年10月11日（日）に第4回を迎えた「国際ガールズ・デー」。
今年も東京・渋谷の国連大学ビルで、プラン・ジャパン主催のイベントが開催されました。
多くの方にご参加いただき、盛り上がりを見せた当日の様子をご報告します。

第4回「国際ガールズ・デー」のイベントは、
世界各地でも行われました。
その一部をご紹介します。

会場撮影：ウシオダキョウコ

特集●第4回 国際ガールズ・デー

11:30

16:15

14:45

13:15

14:00

入賞おめでとうございます！

参加者とともに映画を鑑賞さ
れたジャーナリストの池上彰さ
んと、進行役のプラン・ジャ
パンのジェンダー・アドバイ
ザー、福沢恵子さんが登壇。
映画や世界の女の子を取り巻
く状況等について、わかりや
すく内容の濃いトークセッショ
ンが展開されました（詳しい内
容は、P6 ～7 をご覧ください）

最後は池上さん、福沢さんに加
え、プリヤンカさんと佐崎さん
も再びステージに登場。両手で
翼を作った「#Girl4President」
ポーズで記念撮影を行い、メイ
ンイベントが終了！

BIAAG エンジェルに就任したモデルの森星さんが登場し、「女の子たちが秘
めたパワーを発揮し、女性であることを楽しんで生きることができる世界のた
めに、私と一緒に立ち上がりましょう！」とスピーチ。続いて、プラン・インド
の活動に参加しているプリヤンカさんがステージに上がり、ツーショットの記念
撮影。そしてプリヤンカさんが、自らの体験や将来の夢などについて、英語で
力強くスピーチしました（詳しい内容は P2 ～ 3 をご覧ください）

昨年、史上最年少の 17 歳でノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさんの生い立
ちを振り返り、その素顔に迫ったドキュメンタリー映画『わたしはマララ』。12 月11日（金）
の一般公開を前に、日本初となる特別試写会が行われました

来場者の方々、スタッフ、ボラ
ンティアなどが集まり、プリヤ
ンカさんや福沢さんを囲んでの
交流会を開催。クランベリー
ジュースで乾杯後、思い思い
に交流を楽しみました
●第4回「国際ガールズ・デー」
イベントの詳細は、ウェブサイ
トでもご紹介しています！
https://www.plan-japan.org/
girl/news/151016.html

この日の来場者は約 300 人。
場内には、翼をモチーフにした
写真を投稿する SNS アクショ
ン「#Girl4President ～羽ばた
け！ 世界の女の子～」のブース
も設けられ、多くの方に参加し
ていただきました。ありがとうご
ざいました！

プラン・ジャパンの学生
グループ G-SChooL が、
今年も学生を対象とした
ワークショップを実施。
今回は、途上国の女の
子たちが直面している 3
つの問題＝早すぎる結
婚、登校時の困難、児
童労働について話し合い
ました

1,700 人の応募者の中か
ら、計 6 人の入賞者が決
定。審査員長の作家・角
田光代さんから講評をい
ただき、代表作品が紹介
されました。また今回は、
100 作品以上の応募が
あった 6 つの中学校・高
校に、「学校賞」が贈ら
れました

［最優秀賞］中込 蓮さん（中学 1年）／米子佳蓮さん（高校 2 年）
［優秀賞］粂 瑞紀さん（中学 1年）／伊藤可子さん（高校 3 年）
［特別賞］安田都々さん（中学 3 年）／仲間愛梨さん（高校 3 年）

開会の辞に引き続き、国連人
口基金東京事務所長の佐崎淳
子さんが登壇。「女の子への投
資を最優先に行い、持続可能
な開発目標（SDGs）の達成に
向けて、ともに歩んでいきましょ
う」という国連・国連人口基金
のメッセージを発表しました

● 入賞作品と講評、学校賞はウェブサイトでご紹介しています
https://www.plan-japan.org/topics/news/151015info/

2015年度版
「世界ガールズ白書」が完成しました！

今回のテーマは、「女の子の権利に関する未解決の問題」。
各国の政治家、活動家、ジャーナリストなど様々な人たちが、
それぞれの視点や意見に基づいて、この問題について語っ
ています。詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。なお、ウェ
ブサイトでは、「国際ガールズ・
デー」のために製作された動
画も公開中。こちらもぜひ
チェックしてください！
https://www.plan-japan.
org/girl/news/
151009.html

ユースワークショップ
「世界中の女の子が羽ばたくために」

池上 彰さんトークセッション

交流会

アメリカ

ノルウェー

ニカラグア

映画『わたしはマララ』日本初の特別試写会

第2回「夏休み読書感想文コンクール」
表彰式

メインイベント
「羽ばたけ！ 世界の女の子」

「国際ガールズ・デー」を目前に控えた 9 月末、ニューヨークでは
国連総会が開かれました。それに合わせてプランは、ミシェル・
オバマ米大統領夫人や女優のシャーリーズ・セロンさんらとと
もに、フィリピンの女の子ヌルファハダさんが参加するトークイ
ベントを開催。女の子が教育を受けることの重要性を訴えまし
た。また、今年もエンパイア・ステート・ビルをピンク色にライ
トアップ。モデルのトニ・ガーンさんが点灯式に出席しました

プラン・ノルウェーの
主導で、女の子への
暴力の 撲 滅を訴える

「#MyLaw」キャンペー
ンを実施。オスロ市庁
舎前広場で、ジェンダー
に基づく暴力について
の授業が行われました

首都マナグアで、2,5 
00 人が参加した 5 キ
ロのマラソン大会を開
催。BIAAG キャンペー
ンの一環として、ジェ
ンダー平等と女の子が
暴力のない環境で生き
ていく権利の促進を訴
えました
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福
沢
恵
子
さ
ん
（
以
下
略
）
国
際
ガ
ー

ル
ズ
・
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
12

月
に
公
開
予
定
の
映
画
『
わ
た
し
は
マ

ラ
ラ
』
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

池
上
彰
さ
ん
（
以
下
敬
称
略
）
不
覚
に

も
涙
が
出
て
し
ま
っ
て
ど
う
し
よ
う
か

と
。
周
囲
も
泣
い
て
い
る
の
に
気
付
い

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
（
笑
）。
こ
の
映
画

を
見
る
と
、
い
か
に
教
育
が
女
性
の
生

き
方
を
変
え
て
人
々
を
動
か
す
か
と
い

う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。
そ
し

て
ラ
ス
ト
で
、
マ
ラ
ラ
さ
ん
が
「
父
が

く
れ
た
の
は
名
前
だ
け
。
結
局
は
私
が

選
択
し
た
人
生
で
す
」
と
語
る
姿
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
親
と
い
う
の
は
子

ど
も
の
将
来
を
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
す
が
、

子
ど
も
は
一
人
の
人
間
と
し
て
独
自
の

道
を
歩
ん
で
い
く
。
こ
の
映
画
は
〝
父

親
の
夢
と
、
そ
の
中
で
、
新
た
に
自
立

す
る
一
人
の
女
性
の
物
語
〞
だ
と
思
い

ま
し
た
。「
こ
れ
が
私
の
人
生
」
と
言
い

切
り
、
弱
音
を
吐
か
な
い
マ
ラ
ラ
さ
ん

の
表
情
に
も
ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。

│
│
昨
年
、
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
出
身
地
で

あ
る
パ
キ
ス
タ
ン
に
取
材
に
行
か
れ
た

そ
う
で
す
ね
？

池
上　

日
本
人
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
少
女

た
ち
に
読
み
書
き
な
ど
を
教
え
る
非
公

式
教
育
の
現
場
を
取
材
し
ま
し
た
。
パ

キ
ス
タ
ン
の
田
舎
な
ら
で
は
の
苦
労
が

あ
り
ま
し
て
、
ま
ず
は
長
老
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
「
女
性
た
ち
に
読
み
書
き
を

教
え
た
い
ん
で
す
」
と
許
可
を
お
願
い

し
な
い
と
い
け
な
い
。
長
老
の
許
し
が

な
い
と
、
親
は
娘
が
学
校
に
通
う
こ
と

に
な
か
な
か
賛
成
し
な
い
の
で
す
。
驚

い
た
の
は
、「
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
娘
が
自
宅
の
電
気
料
金
の

請
求
書
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
役

立
つ
」 

と
、
話
す
親
が
い
た
こ
と
で
す
。

一
方
、
女
の
子
た
ち
は
「
初
め
て
自
分

の
名
前
が
書
け
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
私
た
ち
は
忘

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
自
分

の
名
前
を
書
く
こ
と
は
自
分
の
存
在
を

知
る
一
歩
で
も
あ
る
。
読
み
書
き
が
で

き
る
と
自
分
の
存
在
や
国
の
観
念
が
生

ま
れ
急
激
に
世
界
が
広
が
る
ん
で
す
。

│
│
池
上
さ
ん
ご
自
身
は
、
女
の
子
へ

の
教
育
の
大
切
さ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
て
い
ま
す
か
？

池
上　

衛
生
観
念
が
身
に
付
き
、
彼

女
た
ち
が
将
来
子
ど
も
を
持
っ
た
と
き
、

乳
幼
児
死
亡
率
を
下
げ
ら
れ
る
点
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
先
進

国
か
ら
粉
ミ
ル
ク
を
も
ら
っ
て
も
、
そ

の
缶
に
書
い
て
あ
る
文
字
が
読
め
な
い

と
、
粉
ミ
ル
ク
を
溶
か
す
た
め
に
水
た

ま
り
の
水
を
使
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す

る
と
、
子
ど
も
が
下
痢
を
起
こ
し
て
死

ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
、
実
際
に

起
き
る
ん
で
す
。
小
さ
い
頃
に
学
ん
だ

衛
生
観
念
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
結
構

し
み
つ
い
て
い
る
も
の
。
実
際
、
私
は

小
学
校
で
学
ん
だ
「
ハ
ン
カ
チ
を
左
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
」
を
今
で
も

続
け
て
い
ま
す
（
笑
）。

─
─
途
上
国
の
女
の
子
支
援
を
含
め
て
、

世
界
の
た
め
に
私
た
ち
日
本
人
が
で
き

る
こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
？

池
上　

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。「
日
本
の
若
者

は
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
持
っ
て
い
た
り
、

ど
う
や
っ
て
生
き
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
ず
自
殺
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
一

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
世
界
に
は
困
っ
て

い
る
人
が
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
助
け
に

行
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
す
れ

ば
、
自
分
が
世
界
で
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
言
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
ね
。

短
期
間
で
も
い
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず

世
界
を
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、
今
で
し
た
ら
特
に
難
民
問
題
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

〝
21

世
紀
の
ア
ラ
ブ
民
族
の
大
移
動
〞
と
も

言
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
押
し
寄
せ
る
難

民
に
、
豊
か
な
国
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
日
本
の
若
者
は
内
向
き
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

も
っ
と
外
に
出
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
？

池
上　

は
い
。
日
本
国
内
で
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
を
持
っ
て
い
る
人
が
海
外
に
行
く
と
、

自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、世
界
に
「
日

本
っ
て
い
い
国
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と

は
、
安
全
保
障
に
も
繋
が
る
と
思
う
ん

で
す
。
個
人
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
も
立
派
な
平
和

的
行
動
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

─
─
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
背
負
う
若
者

た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

池
上　

ま
ず
は
、
自
分
の
国
の
こ
と
を

よ
く
知
り
、
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
。
2
つ
目
は
、
日
本
の
英
語
教
育

を
問
題
視
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自

ら
が
世
界
の
人
に
向
け
て
語
る
べ
き
も

の
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。
国
際

会
議
な
ど
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
い
る

と
実
感
す
る
の
で
す
が
、
日
本
人
は
語

る
べ
き
こ
と
を
持
っ
て
い
な
い
。
つ
い

つ
い
昼
間
の
会
議
の
話
や
仕
事
の
話
を

持
ち
出
し
て
嫌
が
ら
れ
て
、
相
手
か
ら

「
美
術
と
か
オ
ペ
ラ
の
話
を
し
よ
う
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
う
。
学
生
時
代
、
受
験

勉
強
し
か
し
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、

語
る
べ
き
こ
と
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
絶

句
す
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
起
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
英
語
が
し
ゃ

べ
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
英
語
で
語
る

べ
き
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
。
若
い
人

に
は
ぜ
ひ
、
今
の
う
ち
か
ら
、
英
語
で

語
る
べ
き
こ
と
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

Prof ile

記者会見でインドの学生プリヤンカさんを応援！

いけがみ・あきら
1950 年長野県生まれ。大学卒業後、NHK に記者として入局し『週刊こどもニュー
ス』ではニュースに詳しい「お父さん」役として編集長兼キャスターを担当する。
2005 年からフリーのジャーナリストとして活躍。

プラン・インドの活動に参加している大学生
のプリヤンカさんとともに、記者会見にも出
席。「男の子と女の子の明確な役割分担がな
くなるような社会を作りたいので、池上さんも
一緒になって変えてほしいです」とプリヤンカ
さんが協力を要請をすると、力強い笑顔で「頑
張ります」と答えていらっしゃいました。さらに、

「マララさんは有名人になりたいと願ってなっ
たわけではないと思います。自分に降りかか
る問題と向き合い、最善を尽くしてきた結果
が今の姿。彼女が特別な人間なのではなく、
世界には大勢のマララさんがいる。プリヤン
カさんはインドのマララさん」と、その活動に
敬意を表しました。

Photos/ ウシオダキョウコ

わ
か
り
や
す
い
ニ
ュ
ー
ス
解
説
で
人
気
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
池
上
彰
さ
ん
。
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
に

参
加
し
、
途
上
国
の
女
の
子
の
現
状
や
日
本
人
が
世
界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※
聞
き
手
は
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
福
沢
恵
子
さ
ん
で
す
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く    

教
育
を
受
け
る
こ
と
は
自
分
を
知
る

一
歩
で
あ
り
、生
き
方
を
変
え
ま
す
。

池
上
彰
さ
ん 

●
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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2
0
0
7
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

Because I am
 a G

irl

（
B
I
A
A
G
） 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
そ
の
一
環
と

し
て
毎
年
9
月
に
「
ガ
ー
ル
ズ
白
書
」

を
ま
と
め
、
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

「
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
」
制
定
の

働
き
か
け
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の 

は
、
こ
の
「
ガ
ー
ル
ズ
白
書
」
で
す
。

女
の
子
を
対
象
に
、
社
会
的
・
経
済

的
数
値
を
調
べ
た
初
の
調
査
報
告

に
世
界
の
関
心
が
集
ま
り
、「
そ
の

テ
ー
マ
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
」
と

中
心
人
物
で
あ
る
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・

マ
カ
ー
ニ
ー（
前
プ
ラ
ン
・
カ
ナ
ダ
事

務
局
長
兼
C
E
O
）
は
語
り
ま
す
。

　

国
連
の
日
の
中
に
、
女
性
デ
ー
や

子
ど
も
の
日
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性

デ
ー
の
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
の

な
か
で
、
女
の
子
が
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
は
わ
ず
か
2
回
。
各

国
政
府
や
、
地
域
や
宗
教
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
、
保
護
者
た
ち
に
、
責
任

を
持
っ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
た
め
に
「
女
の
子
の
日
を
つ

く
ろ
う
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま

し
た
。　

　

2
0
0
9
年
、
プ
ラ
ン
・
カ
ナ
ダ

は
、
国
際
ガ
ー
ル
ズ･

デ
ー
の
制
定

を
働
き
か
け
る
た
め
、
女
の
子
や
女

性
た
ち
に
呼
び
か
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
何
十
万
も
の
嘆
願
書
を
集
め
ま
し

た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
政
党
に
、
途

上
国
の
女
の
子
た
ち
の
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
訴
え
、
カ
ナ
ダ
首
相
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
働
き
か

け
る
こ
と
が
国
会
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
2
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
「
国
連
女
性
の
地
位

委
員
会
」
に
は
、
プ
ラ
ン
の
活
動
地

域
か
ら
集
ま
っ
た
12
人
の
女
の
子

た
ち
が
参
加
。「
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・

デ
ー
」
を
設
け
、
女
の
子
の
権
利
促

進
に
つ
な
げ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。
同
時
に
、
カ
ナ
ダ
の
女
性
の
地

位
担
当
大
臣
の
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
氏
か

ら
、
公
式
に
こ
の
議
題
を
取
り
上
げ

る
よ
う
約
束
を
取
り
つ
け
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
10
月
、
ア
ン
ブ
ロ
ー

ズ
大
臣
は
国
連
総
会
第
3
委
員
会
に

て
こ
の
件
を
国
連
決
議
と
し
て
提

案
。
12
月
19
日
に
は
、
10
月
11
日
を

「
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
」
と
す
る

こ
と
が
公
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
初
の
ガ
ー
ル

ズ･
デ
ー
が
祝
わ
れ
た
2
0
1
2

年
10
月
11
日
。
そ
の
わ
ず
か
2
日
前

に
パ
キ
ス
タ
ン
の
活
動
家
マ
ラ
ラ
・

ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
襲
撃
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
記
念
す

べ
き
第
1
回
国
際
ガ
ー
ル
ズ･
デ
ー

は
、
直
前
の
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
悲
劇
の

た
め
、
期
せ
ず
し
て
女
の
子
に
注
目

が
集
ま
っ
た
ほ
ろ
苦
い
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
嘆
願
書
が

カ
ナ
ダ
政
府
を
動
か
す

第
1
回
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
は

マ
ラ
ラ
さ
ん
襲
撃
の
2
日
後

「国際ガールズ・デー」の制
定では、カナダ政府、国連で
の働きかけに続いて、各国の
ロビー団体、委員会やプラン
各国を巻き込み交渉しまし

た。どう進めたらいいかわか
らないなか、とにかく懸命に
訴え続けた結果、14 カ月で

「国際ガールズ・デー」の制
定にこぎつけました。

　私はいつも、「乗り越えら
れない試練などない」と信じ
ています。変化はあなたにも
その周りにも常に起きていま
す。職場でも家庭でも、所属
しているグループやコミュニ
ティでも、あなたは変化を起
こせます。自分のやり方でい
ろいろなことを知り、態度を
決め、行動し、周りを巻き込
むことで、自分たちや他の
人々の人生に変化をもたらす
ことができるんだ、と勇気を
持ってください。自分自身
と、やるべきことを知ること

からすべてが始まります。
　紀元前 20 年に、ローマの
詩人ホラティウスはこう書き
ました。「思い切って始めれ
ば、半分達成したも同然だ。
さあ、知りなさい、始めなさ
い」。
　ホラティウスの言葉、ラテ
ン語の Sapere aude は、今
日では、「さあ、賢く在りな
さい」とも訳されています。
私もみなさんに、この言葉を
贈りましょう。さあ、知りな
さい、行動しなさい、賢く在
りなさい。

Vol. 2Because I am a Girl の重要な瞬間を振り返り、
世界の女の子の“これから”を考えます   

世界の女の子に、生きていく力を。

Because I am a Girl

BIAAGキャンペーンから生まれた
「国際ガールズ・デー」
今年10月11日に第4回を迎え、世界中でさまざまなアクションが行われた「国際ガールズ・デー」。
女の子の権利について認識を深めてもらうため、プラン・カナダが中心となって
国連に制定を働きかけました。今回はその活動を振り返ります。

ローズマリー・マカーニー
（前プラン・カナダ事務局長兼CEO）

女の子への教育を訴え
行進するウガンダの子どもたち

国際ガールズ・デーを祝う女の子たち（ニジェール） ※女性のエグゼクティブネットワーク（WXN）による「Top 100 Award :Canada’s Most Powerful Woman」

あなた自身が知り、行動することが変化をもたらすのです

世界銀行をはじめ、政府機関や国連
機関にて途上国開発に従事。数々の
民間部門、非営利組織、コミュニティ
団体の理事を務め、この間に 100
を超える国々を訪れた。2014 年には

「カナダで最もパワフルな女性 100
人」※ に選出される。
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プロジェクト実施中の
3カ国から元気な女の子たちの
声が届きました！

対象 3州でこれまでに101名の選考が
終わり、9月中旬から料理や縫製、美
容に関する実際の職業訓練が始まりまし
た。研修生のニーズに合わせた 3つの

コースは、1：公立職業訓練校での訓練
2：長距離の通学が困難な女の子のため
の地域ベースの職業訓練　3：すでに起
業している専門技術者から直接指導を

受ける徒弟制度型の訓練。すべての訓
練を州労働職業訓練省が管轄し、訓練
生は自分の事情に合わせてコースを選ぶ
ことができます。

Girl’s Project は継続的にも、1 回でもご支援いただけます。右記の BIAAG キャン
ペーンサイトからお手続きください。プロジェクトの進捗については、ウェブサイト
で報告しています。メールマガジンでもご案内しますので、ぜひご登録ください。

Vol. 2Because I am a Girl（BIAAG）キャンペーンで
実施されるプロジェクトの報告です

Go! Go!

Girl's Project

7月からスタートした5つのGirl’s Project。
活動に参加している女の子たちの声が届きました。彼女たちの活躍の一部をご紹介します。

　両親ときょうだいの 5人家族で仲良く
暮らすダニエラさんは、ボランティア活動
を行う活発な女の子。これまで 2回、

プロジェクトのワークショップに参加し、
この地域における伝統的な「男性らしさ」
と「女性らしさ」の価値観やジェンダー
について学びました。
「このプロジェクトのおかげで、私だけ
ではなく多くの女の子たちが、自分たち
を大切に思うことができるようになるで
しょう。この地域では、勉強を中断し、
早い段階で性行動による望まない妊娠

をしてしまい、結果的に貧困のサイクル
に入ってしまうことが多くあります。ワー
クショップを通して学ぶことで、自分で
将来を決めることができるようになると思
います。ワークショップはとても楽しいで
す。参加している女の子も男の子も自分
の人生を変え、そして地域の人々にも人
生をより良くしようと働きかけるつもりで
す。始まったばかりですが、きっとうまく
いくと確信しています」。

　リジーさんは、一夫多妻の家族に生ま
れ、2番目の妻である母親の 8人の子ど
ものうちの 7人目です。1番目の妻には

7人の異母兄弟がおり、彼らから身体的
な暴力や言葉の暴力を受けてきました。
父親は退役した軍人で、母親は心臓が
悪く、ほとんど寝たきりの状態です。
　家から遠い学校に通うため、Oレベ
ル（中学）では女性の先生が好意で家
に下宿させてくれましたが、彼女が亡く
なって下宿する場所を失ってしまいまし
た。現在は、同級生と一緒に、酒場に

近い、電気も水道もない非公式の粗末な
下宿屋を間借りして学校に通っています。
「学校が運営する寄宿舎ができれば、
女性の寮長先生が一緒に生活するの
で、安心して暮らせます。電気や水道も
あるので生活が楽になり、勉強に集中で
きると期待しています」。プロジェクト
の説明が対象校で始まり、リジーさんも
参加しました。プランと教育省との話し
合いも始まっています。

　チョエムさんは、母親と 2人暮らし。
10歳で小学校に入学。6年生になった
16歳のときに小学校を中途退学し、家
事や畑仕事をしています。このプロジェク
トは、公民館の掲示板で知りました。

「地域の人々はみな貧しく、同じような
年代の若い人たちに仕事がないことが大
きな問題です。以前から興味があった縫
製の技術を、このプロジェクトで身に付
け、生活を良くしたいと思います」。

　ホエムさんは、8歳で小学校に入学し
ましたが、中学校 2年生のとき、経済的
理由により中途退学。母親と弟の 3人家
族です。職業訓練のない日は、牛の世話
をしてから宝くじを売る仕事をしています。
「私の家族は貧しく、食べ物を買うこと

にも苦労しています。職業訓練でヘアと
メイクアップの技術を身に付け、お店を
始めて、家族みんなを助けたいと思いま
す。このプロジェクトのおかげで技術を
得られるし、家族のことも気にかけても
らえるのでとてもうれしいです」。

カンボジア
「女の子の自立を助ける職業訓練プロジェクト」

コロンビア
「子育て・家族計画サポートプロジェクト」

ジンバブエ
「女の子が安心して学ぶ寄宿舎建設プロジェクト」

●主な活動内容
対象 3 州の公立職業訓練校などにおいて、美容（ヘアとメイクアップ）、縫製、養鶏、結婚式の花婿と花嫁の
着付けや式場の飾り付け、地元料理などの職業訓練を実施しています。

私は他の研修生たちと先生の家に住みなが
ら、毎日縫製指導を受けています

プロジェクトのワーク
ショップに参加するダ
ニエラさん（右端）

説明会で現状を語る
リジーさん（中央）

他の訓練生と先生の家
に住んでトレーニング
を受けています

●主な活動内容　18 歳未満の妊娠中の女の子とパートナーが、乳幼児のケアや育児方法を学ぶほか、
地域の若い女の子を中心に性と生殖に関する健康を守るための十分な知識を得られるように支援します。

●主な活動内容　学校の敷地内に女子生徒のための寄宿舎（4 校に各 1 棟）を建設し、
備品としてベッドや机、椅子を支給するほか、寄宿舎管理を担当する「学校開発委員会」を指導します。

チョエムさん（23 歳）

ダニエラさん（仮名・14 歳・中学 2 年生）

リジーさん（17 歳・高校 1 年生）

ホエムさん（17 歳）

職業訓練で高い技術を身に付け
生活を良くしたい

現在までの活動ハイライト

プロジェクトのワークショップは楽しい！
他の人にも働きかけていきます

新しい寄宿舎で勉強に集中できることを
楽しみにしています

ヘアとメイクアップを学び
自分のお店で商売を始めたい

ご支援をお待ちしています

http://www.plan-japan.org/girl/
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グロボガン県は洪水など自然災害も多い地域。子
どもたちには、負傷した人の看護や避難方法など
に加えて、災害時の対処法も教えました

（上）地元の民間業者を支援して、住民が安価で家庭用トイレ
を購入できるようにしました。また、トイレ建設に必要な資金を
家庭に融資する仕組みも作り、屋外排泄の減少に大きく貢献
しました　（下） 大人を対象に、小規模事業のトレーニングや
融資も実施。22 歳のスシは支援のおかげで海外に出稼ぎする
ことなく、自分の家で 2 歳の子どもの面倒を見ながらお店を営
むことができるようになりました

環境問題や子どもの権利を訴える音楽団体を、子どもたちだけ
で結成し、パフォーマンスを通して啓発活動を行いました。子
どもへの教育は、その未来を拓きます

2014 年 10 月、プランの働きかけにより、グロボガン県政府
は子どもの保護に関する条例第15 条を提唱することに。後に、
グロボガンは子どもに優しい州として、インドネシア政府から表
彰されました

Because I am a Girl（BIAAG）キャンペーン大使に、グロボガン県の
女の子・ヌルルが選ばれました。写真は県内の学校を訪れ、子どもの
権利フォーラムや BIAAG キャンペーンについて講演したときのもの

　第一段階では、乳幼児保育プロジェク
トに取り組み、従来の就学前教育の活
性化を進めました。また、学校を途中で
辞めてしまう子どもの数を減らすため、小
学校の改善に力を入れました。具体的に
は、教師の質を高めることと、参加型の
授業や学習方法を取り入れることで、子ど

もが学校をより楽しいと思えるようにしまし
た。また、性別や心身の状態に関係なく
平等な教育機会を提供することや、親が
もっと教育に関わることも重視しました。
一方、大人や青年を対象に、保健衛生プ
ログラムや若者の生計向上プログラムを
実施し、基本的な生活環境を整えました。

　屋外排泄が習慣化していた住民を対
象に、衛生的で健康的な生活推進キャ
ンペーンを実施しました。これをきっか
けに、この地域の大人と子どもは昔から
の屋外排泄による環境汚染の弊害を考
え直すように。下痢やマラリアなど、屋
外排泄により引き起こされることが多
かった病気が減り、大人も子どもも清潔
で安全な環境で生活することができるよ
うになりました。

 　LPADという名のコミュニティ運営の
子ども保護委員会が設置され、プランは
このメンバーに対してトレーニングや指
導、助言を実施。活動の成果のひとつと
して、女の子の教育に関する嘆願書に6
万6,000人以上の署名が集まり、5,000
人以上の子どもたちに手が差し伸べられ
ました。こうした活動のなかで行政との
交渉力を身につけて、グロボガン県政府
に子どもの保護に関する条例第15条を
提唱することに成功。これにより、子ど

もを中心とした開発活動に対する予算の
獲得が可能になりました。こうしてプラン
の支援が終了した後も、子どもの権利・
保護に基づいた、よりよい社会への持続
可能な開発が期待できます。今後プラン・
インドネシアは、より支援を必要としてい
る東部へ活動を移していきます。

　この時期には、特に子どもの社会参加
と若者のエンパワーメントに力を注ぎまし
た。前者では、人前でのスピーチなど、
子どもたちが自分の意見をきちんと述べ
られるようになるトレーニングも実施。
Because I am a Girl（BIAAG）キャン
ペーン大使にグロボガンの女の子が選ば
れ、2012年N.Y.での第 1回国際ガール
ズ・デーイベントにも参加しました。

スポンサーの
支援でこんなに
変わりました！

数字で見る活動の成果

※グロボガン県プラン活動地域のデータ

● 就学前教育を受ける

　5 歳以下の子どもの数

　819人（2004 年）
▼

　7万1,500人（2015年）

● 完全母乳育児の割合

　16.3％（2010 年）
▼

　47.7％（2012 年）

就学前・初等教育の質の向上に務めて

Second Phase

Fourth Phase

Plan Sponsorship

Third Phase

衛生的な環境作りで
屋外排泄ゼロを目指す

コミュニティの
持続した自立へ

子どもの社会参加に注力
女の子がBIAAG大使に

2010-2011

2013-2014

2011-2012

First Phase 2005-2009

Vol. 2プランの支援を卒業するまで。
コミュニティが成長する姿をレポート

プラン・スポンサーシップ
～インドネシア・グロボガン県の場合～

プランが近所に水道
を引いてくれたから、
もう水を汲みに川ま
で行く必要がなくな
りました。水は 100

ｍの管を伝って流れてきます。今は
蛇口を押すだけで、水を飲むことが
できるんです！

私は、若者向けのト
レーニングプログラ
ムに参加するのが大
好きです。性と生殖
に関する健康と権利

や、学校や家庭における暴力につ
いてもここで学びました。知識を
得たおかげで、今は自分を身体的・
精神的暴力から守る方法を知りま
した。

毎年平均 6,500 人ずつ増え、飛躍
的な伸びを示しました。

母乳で育てることは、乳児の栄養
や免疫力の面で良い効果があると
されています。しかし、インドネシ
アを含めて途上国では知識不足や
風習、就業などの理由から、早い
時期から水や人工乳、離乳食等で
子どもを育てる母親が多いのが現
状です。

現地の人の
生の声をお届け！

イカさん

トリさん

VOICES

保健や子どもの社会参加に力を入れ、
子どもの権利に関して大きな効果を達成
皆さまのご支援のもと、プラン・スポンサーシップの活動が地域にどのような効果をもたらしたのかを
ご報告します。第2回で取り上げるのは、インドネシアの中部ジャワ州にあるグロボガン県。
学校に通わない子どもが多くいることや、屋外排泄の伝統があって保健面で環境が整っていないなど、
さまざまな課題がありましたが、改善が見られています。子どもの権利を守る法整備も進み、持続可能な開発が期待できます。

ジャワ島にある中部ジャワ州に位置する。農業が主要産業ですが、石灰岩に覆われていて農業には適さないうえ、
乾季には深刻な水不足に悩まされます。また自然災害にしばしば見舞われる地域でもあります。

インドネシア・グロボガン県は
こんなところ

※これは世界各地で行われている
プラン・スポンサーシップの一例です
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今
年
7
月
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計

画（
U
N
A
I
D
S
）
は
、〝
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
M
D
G
s
）

の
1
つ
で
あ
る「
2
0
1
5
年
末

ま
で
に
世
界
の
H
I
V
感
染
者

1
5
0
0
万
人
が
抗
H
I
V
治
療

を
受
け
る
」
を
9
カ
月
前
倒
し
で
達

成
し
た
〞
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
H
I
V
と
と
も
に
生
き

る
人
々
3
6
9
0
万
人
の
90
%
は

途
上
国
に
暮
ら
し
、
そ
の
大
半
を
サ

ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
が
占
め
て
お
り
、
い
ま
だ
に

公
衆
衛
生
上
の
大
き
な
問
題
で
す
。

2
0
1
4
年
に
は
1
4
9
0
万
人

が
抗
H
I
V
治
療
を
受
け
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
治
療
が
必
要
な
人
の

40
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん（
W
H
O
）。

　

こ
の
よ
う
に
H
I
V
と
エ
イ
ズ

対
策
は
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
さ

ら
な
る
対
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。

H
I
V
と
エ
イ
ズ
は
働
き
盛
り
世

代
の
命
を
奪
い
、
残
さ
れ
た
家
族
の

貧
困
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
エ
イ
ズ
関

連
の
病
気
で
親
を
亡
く
し
た
孤
児
は

学
校
に
行
か
な
く
な
り
、
家
計
の
た

め
に
児
童
労
働
に
従
事
す
る
こ
と

で
、
暴
力
や
虐
待
に
巻
き
込
ま
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
品
質
で
安
価
な
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
抗
H
I
V
薬
が
需
要
に

対
し
て
十
分
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
長
期
の
服
薬
継
続
も
大
き
な
課

題
で
、
服
薬
率
が
95
％
を
下
回
る
と

治
療
成
功
率
が
50
％
を
切
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す（Paterson D

L 

et al.: Ann Intern M
ed. 133:21, 

2000

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
開
発
目
標
に
設
定

さ
れ
て
い
る
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

付
随
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
で
は
H
I
V
と
と

も
に
生
き
る
人
々
は
60
万
人
と
世
界

で
14
番
目
に
高
く
、
そ
の
66
%
は

女
性
と
子
ど
も
で
す※

。
プ
ラ
ン
は

2
0
1
2
年
よ
り
、
中
・
北
西
部
で

「
H
I
V
予
防
と
ケ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
の
1
つ

は
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入

れ
た
こ
と
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
妊

婦
の
携
帯
電
話
に
送
信
し
、
定
期
的

な
受
診
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
男
性
た
ち
に
、
妻
の
健
診
や

H
I
V
検
査
へ
の
付
き
添
い
や
家

事
に
協
力
す
る
重
要
性
を
啓
発
し
て

い
ま
す
。
貧
困
対
策
に
も
力
を
入

れ
、
小
規
模
農
業
や
畜
産
業
な
ど
の

起
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
は
こ
れ
か
ら
も
H
I
V

と
エ
イ
ズ
の
終
息
を
目
指
し
て
、
保

健
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク

タ
ー
と
協
働
し
な
が
ら
予
防
・
治
療

対
策
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

成
果
は
数
字
に

現
れ
て
は
い
る
が
…

エ
イ
ズ
孤
児
や
服
薬
の

継
続
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

はやし・みほ
アメリカ大学院で
持続可能開発学
修士号取得。
バングラデシュの

現地 NGO でのインターンや、
カンボジア、ドミニカ共和国に
おけるドナー機関で、環境専門
家として開発支援業務にかかわ
る。2013 年 11月よりプラン・
ハイチにプロジェクトマネジャー
として勤務。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
超
大
型
台

風
ハ
イ
エ
ン
災
害
へ
の
緊
急
支
援
が

始
ま
り
2
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
東
サ
マ
ー
ル
で
、
私
は
被

災
者
た
ち
の
大
き
な
悲
し
み
、
苦
し

み
や
絶
望
を
見
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
人
間
の
素
晴
ら
し
い
精
神
、
つ

ら
い
時
に
も
希
望
を
失
わ
ず
に
い
る

人
々
の
強
さ
も
見
て
き
ま
し
た
。
い

ま
こ
こ
で
、
社
会
全
体
か
ら
見
過
ご

さ
れ
が
ち
な
脆
弱
な
人
々
の
声
を
社

会
に
届
け
、
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
助
け

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
充
実
感
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
皆
さ
ん
、
ハ
イ
エ
ン
被
災
地

へ
の
継
続
的
な
復
興
を
支
援
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
寄
付
で
、
安
全
な
学
校
づ
く

り
を
東
サ
マ
ー
ル
州
リ
ョ
レ
ン
テ
市

の
ス
ー
ン
村
と
ピ
リ
ウ
村
で
進
め
て

い
ま
す
。
基
準
に
合
致
し
た
、
安
全

で
災
害
に
強
い
学
び
の
場
を
子
ど
も

た
ち
と
教
師
へ
提
供
す
る
こ
と
で
、

質
の
高
い
教
育
を
公
平
に
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
衛
生
習
慣
の
改
善
や
災
害
へ
の

備
え
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
災

害
時
に
お
け
る
学
校
と
児
童
の
対
応

能
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
弱
い
立
場
に
お
く
よ
う
な
危

険
な
状
況
を
改
善
で
き
て
い
る
こ
と

を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

台
風
ハ
イ
エ
ン
を
体
験
し
て
、
教

師
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
災
害
や
そ

の
備
え
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
起
こ
り
う

る
災
害
の
被
害
を
抑
え
る
、
重
要
な

鍵
を
一
様
に
学
ん
だ
の
で
す
。

　

ハ
イ
チ
に
お
け
る
水
と
衛
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
外
務
省
の
日
本

N
G
O
連
携
無
償
資
金
協
力
の
支
援

を
受
け
、
2
0
1
3
年
よ
り
複
数

年
に
わ
た
り
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が

プ
ラ
ン
・
ハ
イ
チ
と
共
同
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
村
部
の
学

校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
、
安

全
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
・
屋

外
排
泄
の
削
減
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
1
期
目
は
雨
水
・
湧
水
貯
水

槽
が
6
つ
の
学
校
に
建
設
さ
れ
、

1
5
0
0
人
を
超
え
る
生
徒
、
教

師
、
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
安
全
な

水
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
3
7
5
世
帯
が
世

帯
ト
イ
レ
の
建
設
・
修
繕
に
取
り
組

み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
衛
生

環
境
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
を
達
成
す
る

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
0
年
の
ハ
イ
チ
大
震
災
と
コ
レ

ラ
蔓
延
を
機
に
多
く
の
支
援
が
入

り
、
住
民
の
援
助
依
存
体
質
が
増
大

し
て
い
る
の
も
事
実
で
、
本
事
業
へ

の
賛
同
が
得
ら
れ
に
く
い
の
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
世
帯
ト
イ

レ
の
建
設
と
維
持
管
理
は
各
世
帯
の

責
務
で
あ
る
と
住
民
に
伝
え
、
一
切

の
資
金
・
資
材
を
提
供
し
ま
せ
ん
。

彼
ら
自
身
が
ト
イ
レ
や
手
洗
い
の
必

要
性
を
理
解
し
、
建
設
・
修
繕
を
決

意
し
、
さ
ら
に
他
の
住
民
へ
働
き
か

け
る
ま
で
啓
発
活
動
を
続
け
、
最
低

限
必
要
な
技
術
・
知
識
を
伝
授
し
て

い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
性

を
高
め
る
こ
と
が
、
成
果
を
出
し
、

そ
れ
を
持
続
さ
せ
る
最
も
重
要
な
鍵

だ
か
ら
で
す
。

「
プ
ラ
ン
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
が

手
洗
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
衛
生
環
境
も
よ

く
な
っ
た
」。
こ
の
よ
う
な
声
を
聞

く
た
び
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
今
後
も
住
民
の
相
互
扶
助
を
促

進
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
衛
生
行

動
が
着
実
に
身
に
付
く
ま
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

●この事業は、外務省の資金を得て実施されています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
性
が

成
果
を
持
続
さ
せ
る
鍵

Vol. 2プラン・マンスリー・サポーター、
プラン一般プロジェクト、緊急支援などでの取り組み

途上国の HIVとエイズ対策はもう十分？

ハイチ「水と衛生プロジェクト」

住民の自助努力によるトイレ建設を進めています

大型台風ハイエンの被害を受けた子どもたちに

災害に強い小学校校舎建設プロジェクトが進行中

リポーター：内山雄太職員（コミュニケーション部）

リポーター：林 美穂職員（プログラム部）

リポーター：テレサ・コナトさん（現地職員）

国連がエイズに関する開発目標が前倒しで達成されたと発表するなど
一見終息ムードが漂うHIVとエイズ対策。カメルーンでのプランの取り組みとともに
いま開発途上国で取り組まなければならないさまざまな問題を内山職員が解説します。

外務省の支援を受け、プラン・ジャパンがプラン・ハイチと共同で進めているプロジェクトを現地からリポートします。

2013年にフィリピンを襲った台風ハイエンで
被害を受けた東サマール州の
小学校を再建するプロジェクト。
担当者から現地リポートが届きました。

「初めて次回の受診日を知ら
せるメッセージを見たときは
とても興奮し、一刻も早く夫
に知らせたくてウズウズして
いました。彼が仕事から戻る
や否や、“保健所から私に案

内が来たのよ！”と大声で報告。夫も携帯
電話の画面を見て興奮していました。そして、
保健所に行く日の朝、夫は私を早く起こして
くれたのです。保健所で次回の受診日を聞い
ただけではどうしても忘れてしまうので、また、
近づいたらメッセージを送ってくださいね」（妊
婦のハワ・モハマドさん）

※世界子供白書 2015 要約版、ユニセフ

ボーナス月に増額もできます
プラン・マンスリー・サポーターのご
支援は、毎月のご寄付とは別に、記
念日のある月やボーナス月など、決
まった月に増額設定もできます。お
申し込みは service@plan-japan.org 
へ、件名に「プラン・マンスリー・サポー
ター寄付額変更希望」とご記入の上
お送り下さい。お問い合わせ：プラン・
ジャパン　支援者サポート部
TEL：03-5481-6100

支援で建てた貯水槽の前で

自発的に HIV 検査を受ける母子

担当者のテレサさんと子どもたち

● このプロジェクトはプラン一般プロジェクトで支援いただけます。
http://www.plan-japan.org/join/priority/project01_fy16.html

VOICES

プランが取り組む

世界で起きている問題
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回
ご
紹
介
す
る
B
I
A
A
G
サ
ポ
ー

タ
ー
と
は
、
B
I
A
A
G
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
※
1
）
を
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
（
※
2
）
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
こ
と
。
2
0
1
3
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
は
第
4
期
の
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
例
え
ば
学
園
祭
に
出
店
す
る
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
と
い
っ
た
身

近
な
活
動
で
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
（
寄
付
金
調

達
）
を
実
施
。
お
送
り
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

B
I
A
A
G
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
のG

irl's Project

（
※

3
）
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

活
動
回
数
や
寄
付
金
額
等
の
制
約
は
な
く
、
誰

で
も
ア
イ
デ
ア
次
第
で
、
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
で
き
る
の
が
、
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
い
い
と
こ
ろ
!　

活
動
開
始
の
手
続

き
等
も
簡
単
で
す
。
第
4
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活

動
期
間
は
2
0
1
6
年
5
月
31
日
ま
で
）
は
現

在
も
引
き
続
き
募
集
中
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
ナ
ム
少
数
民
族
の
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
も

う
す
ぐ
３
年
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

の
時
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
小
学
校

10
校
の
建
設
は
完
了
し
、
対
象
と

な
っ
た
１
１
０
校
で
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
学
ぶ
よ
う
に

な
り
、
先
生
方
の
授
業
方
法
も
大
幅

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
地
域

は
、
少
数
民
族
が
暮
ら
す
山
岳
地
帯
。

悪
路
の
長
時
間
移
動
は
と
て
も
過
酷

で
、
必
ず
車
に
酔
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
お
酒
が
ほ
ぼ
全
く
飲
め
な
い
の

で
す
が
、
先
生
方
は
な
ぜ
か
お
酒
が

大
好
き
で
、
強
引
に
勧
め
ら
れ
る
の

も
少
し
大
変
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
語

は
発
音
が
非
常
に
難
し
く
、
正
確
に

発
音
し
な
い
と
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
点
も
大
変
で
す
。

　

で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で
と
も
に
働

い
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
み

な
責
任
感
が
強
く
、
と
て
も
仕
事

熱
心
。
少
数
民
族
の
人
た
ち
も
み

ん
な
素
朴
で
心
優
し
く
、
美
し
い

民
族
衣
装
を
着
て
い
る
人
た
ち
も

い
て
、
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く

な
り
ま
す
。
食
べ
物
は
何
で
も
美

味
し
い
し（
た
だ
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の

人
は
よ
く
食
べ
る

の
に
全
然
太
ら

な
い
の
で
、
同

じ
ペ
ー
ス
で
食

べ
た
ら
キ
ケ
ン
！
）、
か
つ
て
の
日

本
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
が
強
い
の
も
素
敵
で
す
。
長
い
間

日
本
を
離
れ
て
い
た
の
で
、
も
う
す

ぐ
帰
国
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
う
れ

し
い
の
で
す
が
、
実
際
に
そ
の
日
が

来
た
ら
、
こ
の
国
を
離
れ
る
の
が

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

月
11
日（
日
）
に
開
催
さ
れ

た「
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
」

イ
ベ
ン
ト
は
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

し
た
か
？　

4
回
目
を
迎
え
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
年
は
い
ろ
い

ろ
な
ご
縁
が
あ
り
、
一
般
公
開
前
の

映
画
上
映
や
著
名
な
方
々
の
ご
登
壇

が
実
現
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大

き
な
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
私
た
ち
が
常
に
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
、
プ
ラ
ン
の
活
動

に
対
し
、「
大
変
で
か
わ
い
そ
う
」

と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
で
は

な
く
、
活
動
国
や
そ
こ
で
活
躍
す
る

人
た
ち
の
力
強
さ
や
魅
力
を
伝
え
、

一
緒
に
進
ん
で
行
こ
う
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
帰
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

そ
ん
な
仲
間
が
増
え
て
い
け
ば
う
れ

し
い
で
す
。

ボランティアの方には
サポートグッズをお送
りします

※1 P8～9参照　※2 寄付を集める行為のこと　※3 P10～11参照 

Vol. 2あなたの身近な場所で気軽に途上国支援ができる、
ファンドレイジングの活動事例をご紹介します。

BIAAGサポーターになって、
楽しみながらファンドレイジングを！
今回は「気軽に楽しみながらプランの活動に貢献できる」とご好評いただいている、
BIAAG（Because I am a Girl）サポーターのファンドレイジング・ボランティアについてご紹介します。

あなたもファンドレイザー

私たち、こんな活動をしました！BIAAGサポーター体験談

　私たちは女子高校生 2 人組。とあるきっ
かけでバルーンアートにハマり、スマイリー・
バルーン・プロジェクトを立ち上げました。
オーダーメイドでバルーンアートを作り、そ
の売上げの半分を寄付しています。例えば、
誕生日やハロウィーンなどのパーティー会場
にバルーンアーチを飾ったり、花や犬など定
番のバルーンアートを作ったり。大人も子ど
ももみんな喜んでくれるし、パーティーも盛
り上がるので、私たちもとてもうれしいです。

パーティーを盛り上げる
バルーンアートを提供

スマイリー・バルーン・プロジェクトさん

子どもたちも興味津々で見てくれます

2014 年から継続中

　私は自宅サロンでカラー＆イメージコンサ
ルタントをしています。そこで、お客さまに
BIAAG について説明し、受講料の中から
初回 1 件につき 500 円を、お客さま自身が
希望する Girl’s Project への寄付にあてると
いう活動を続けています。私はこれを“幸せの
お福分け”と呼んでいます。お客さまからも

「BIAAG について聞いたことはあるけれど、
支援方法は知らなかったのでうれしい」という
声をいただき、とてもうれしく思っています。

自宅サロンのお客さまから
＂幸せのお福分け＂

BIAAGサポーターに
なるには？

活動のアイデアを
プラン・ジャパンに連絡

担当者と連絡を取り合い、
応募シートを提出

サポートグッズを受け取り、
ファンドレイジング活動開始

寄付金を指定口座に送金。
SNS 等で活動を報告

STEP 1

STEP 2

STEP 3

活動終了！

井上葉子さん

お客さまと一緒に、活動を続けています

2012 年から継続中

　2013 年 12 月、友人とともにフリーマー
ケットに出店。趣味で作っているアクセサ
リーや家庭内の不用品を販売し、その売上
金を寄付しました。ブースには BIAAG の
ポスターを飾り、チラシも配布。当日は年
末のものすごく寒い日で、交通渋滞に巻き
込まれて到着が遅れるトラブルがあるなど
大変な思いもしましたが、ポスターを見て
足を止めてくださる方など、多くの方々と
交流を楽しむことができました。

手作りの品をフリマで販売
会場ではチラシの配布も

BIAAG サポーターに関するお問い合わせ、お申し込みはコチラ！
ファンドレイジング部

Tel：03-5481-7100　Mail：hello@plan-japan.org

佐瀬ひとみさん

トラブルにも負けず、がんばりました

2013 年に活動

今

ベトナム少数民族地域

「国際ガールズ・デー」

現地報告

イベント報告

船越美奈職員（プログラム部）

井上真理子職員（コミュケーション部）

Vol. 2プラン・ジャパン事務局の活動をご報告。
裏話もちょっぴりお教えします！

心優しく、仕事熱心な
人々と一緒に働けて幸せ！

第 4 回
「国際ガールズ・デー」

イベントを開催！

わたしたちがご用意します！（支援者サポート部 寄付金管理チーム）

確定申告にご使用いただく寄付金の領収証明書は、2016年1 月下旬
にお届けします。ご住所に変更のある方は、2015年12月 24日（木）
までにお知らせください！
※詳しくは 19 ページのインフォメーションをご覧ください。
なお、領収証明書は、勤務先の年末調整には使用できません。

プラン・ジャパン
事務局便り

活動地の子どもたちと

リハーサルにも力が入ります！

前赴任国のラオスで

ベ

10

 From

 Vietnam

 From

 Tokyo
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「お手紙書き会」
■ 日時：12月19日（土）、2016年1月

16日（土）14時～ 16時
■ 会場：広島市まちづくり市民交流プラ

ザ3Ｆまたは2Ｆフリースペース（広
島市中区袋町6-36）

■ 内容：チャイルドへの手紙書き
■ 参加費：無料、申込不要
■ 連絡先：小村
Mail：naokomura@kej.biglobe.ne.jp

「国際協力フェスタ2015」出展
■ 日時：12月5日（土）　10時～ 16 時（予定）
■ 会場：札幌駅前通地下歩行空間（チカ

ホ）北3条交差点広場
■ 内容：プランの活動紹介、資料配布
 ※「わたしは13歳、学校に行けずに花嫁

になる。」「Because I am a Girl」など
の書籍も販売予定

■ 連絡先：松澤
Mail：namaskar@jcom.home.ne.jp

プラン広島の会 � PLAN サポーターズ @EZO

　古本・CD・DVD・ゲームのネット中
古書店「ネットオフ」による、『使わな
くなったモノが、子どもの支援に役立
ちます！』キャンペーン。毎回、ご好評
いただいているこのキャンペーンも、
今回で第5弾を迎えます。
　本キャンペーンは、ネットオフがプ
ラン・ジャパンのために特設サイトを
作成し、「プラン・ニュース」での告知
のみを通じて寄付を募っているものです。
　多くの皆さまからのご賛同を得て、
これまでネットオフを通じていただい
たご寄付は、ベトナム、カンボジアな

どで実施したプラン一般プロジェクト
に効果的に使わせていただいています。
　1年のうちで最もチャリティームー
ドが高まるこの時期、途上国の子ども
たちを応援しませんか？　多くの皆さ
まのご参加をお待ちしています！

【キャンペーンサイト】
www.netoff.co.jp/plan
※上記サイトにお申し込みのうえ、物品を段

ボールに詰めて発送してください

【実施期間】
2016年1月31日（日）まで

【お問い合わせ先】

ネットオフ「プラン・ジャパン支援係」
TEL：0120-0202-86

（受付時間10：00～17：00）

 「プラン・ニュース」は、おかげさまで
今号、節目の100号を迎えることがで
きました。この機会に、これまでの「プ
ラン・ニュース」を振り返ってみました。
　記念すべき第1号（写真❶）は、「フォ
スター・プラン・ニュース」として
1985年1月に発行されました。フォ
スター・プラン日本事務局は、1983年
4月、第6番目の支援国として活動を開
始。初めて迎える新年に合わせて発行
した第１号は、1,700人あまりのスポ
ンサー（当時はフォスター・ペアレント）
へ届けられました。1980年代は、世界
の人々が途上国の貧困や乳幼児死亡率
の高さなどに目を向け、国際的に支援
の機運が高まった時代。日本でもいち
早く国際支援の必要性を知った方々
が、プランの活動に参加してください
ました。
　1993年に発行された第26号（写真
❷）では、創立10周年記念イベントの
開催を告知。この頃には支援者数が5
万人を超え、ユニセフに継ぐ日本第2
位の国際支援団体へと成長していまし

た。また1997年には、事務所が世田谷
区太子堂から現在の三軒茶屋へ移転し
ました。
　2003年に発行された第59号（写真
❸）では、設立20周年を記念したイベ
ントの告知が行われました。2年後の
第69号（写真❹）では、「フォスター・
プラン」から現在の団体名「プラン・ジャ
パン」への名称変更をお知らせ。2008
年の第77号（写真❺）では、設立25周
年の記念行事を特集しました。
　そして100号の発行を迎えた今、プ
ラン・ジャパンの活動も32年目とな
りました。この間、インターネットや
SNSの急速な普及により、遠い国の情
報もネットを通じて手軽に入手できる
ようになりました。プランも写真や動画、
SNSを介して、活動国の状況に関する
情報を、より早く、より多く発信でき
るようになっています。
　2015年は、2001年から国際社会が
取り組んできた「ミレニアム開発目標

（MDGs）」の達成期限。また、この15
年で改善できたこと、達成できなかっ

た目標を振り返り、時代の変化ととも
に浮上した問題点を含めて2030年ま
での達成を目指す、「持続可能な開発
目標（SDGs）」が採択された節目の年
でもあります。
　プランは今後も子どもの権利保護を
中心に据え、ジェンダー平等を根底に
途上国の抱える問題や発展から取り残
された人々に寄り添い、その問題解決
のために各機関や団体、政府と連携し、
ともに活動していきます。引き続き皆
さまのご支援を賜りますよう、どうぞ
よろしくお願いいたします。

プラン・ジャパンから今後のイベントや
キャンペーン等のお知らせです！ INFORMATION

「プラン・ニュース」が100 号を迎えました！

❶ 記念すべき第1号は、わずか4
ページ

❷ 10周年となる1993年に発行
された第26号

❸ 20周年を記念した特別企画、
「泳げ！夢のこいのぼり」が掲
載された第59号

❹ 第69号は「フォスター・プラン
ニュース」の最終号。翌号から
は「プラン・ニュース」に

❺ 第77号は創立25周年記念号

❶ ❷

❸ ❹ ❺

領収証明書のお届けは2016 年1月です
～確定申告による還付金は最大4 割！～

キャンペーン第5 弾！
使わなくなったモノが、子どもの支援に役立ちます！

プラン支援者の会からイベント開催のお知らせ
�フェイスブック
上記アイコンのある会についてはプラン・ジャパン
ウェブサイトから各会のページにリンク
トップページ→プラン支援者の方へ→プラン支援
者の会
www.plan-japan.org/supporter/plankai/
※ウェブサイトにはイベントの開催報告も掲載して
います。ぜひご覧ください。

※「プラン・ニュース」No. 101は、2016年4月中旬にお届け予定です

　皆さまの寄付金は、確定申告により
税法上の優遇措置を受けることができ
ます。プラン・ジャパンが公益財団法
人に認定された2011年2月1日以降
の寄付金は、「所得控除」または「税額
控除」のいずれか有利な方式を選択し、
寄付金控除を受けることができます。
　2015年1月1日～12月31日に受領
したご寄付の領収証明書は、2016年1
月下旬にお届けいたします。紛失によ
る再発行はできませんので、申告時ま
で大切に保管してください。なお、以

下の点にもご注意ください。
■ 今回発行分より領収証明書の名義を
変更される方は、12月24日（木）まで
に書面（メール・FAX）かお電話にて
お知らせください。
■ クレジット・コンビニ決済でのご寄
付は、決済日ではなく、カード会社・決
済代行会社からプラン・ジャパンへ入
金された日が受領日となります（12
月クレジット決済分は、2015年の領
収証明書に含まれません）。
■ 寄付金控除は、年末調整で行うこと

はできません。
■ 一部の自治体においては、個人住民
税の寄付金控除の対象となる場合もご
ざいます。詳しくは、お住まいの都道
府県や市区町村にお問い合わせくださ
い。

【ご連絡・お問い合わせ先】
支援者サポート部　寄付金管理担当
TEL：03-5481-6100
FAX：03-5481-6200
Mail：service@plan-japan.org
  

給食を食べるカンボジアの子どもたち（第 3
弾実施時の支援「カンボジア栄養改善プロ
ジェクト」より）

あなたも
参加しませんか？

キュートなデザイン
の La Muse 商品

株式会社タニタの
女性サポートブランド
「La Muse（ラ ミューズ）」

「La Muse（ラミューズ）」は
タニタが展開する、女性の
健康的で美しいからだづく
りをサポートするブランド。
20代 後 半 か ら30代 前 半 の

“ちょっと頑張る”女性たち
に向けて商品化された体組
成計、活動量計、皮下脂肪厚
計を活用した健康づくりを
提案しています。
　2014年11月 よ り、ひ と り
でも多くの女性の健康づく
りをサポートしたいという
思 い か ら、Because I am a 
Girlキャンペーンに賛同し、
La Muse商品の売上げの一
部でGirl’s Projectを支援し
て い ま す。「La Muse」の 詳
細については、以下のウェブ
サイトをご覧
ください。
http://www.
tanita.co.jp/
content/
lamuse/#skip

プランへの寄付となる
商品のご紹介

❶ ❷

❸ ❹ ❺



　私は大阪で 9年間、ドイツ・フラン
クフルトの日本人学校で 3年間、教
師をしていました。それは、いつの日
かアフリカで、教育分野の支援活動を
するための準備でもありました。ドイ
ツ赴任中の 2014年 5月、そろそろ夢
への第一歩を踏み出そうと考え、プラ
ンのスポンサーに登録。2015年 3月
に帰国後、アフリカを自分の目で見
るため、コミュニティ訪問を含む約 2
カ月の旅行を計画しました。
　最初にナミビアなど 3カ国を訪れ、
観光のほか、支援活動を行っている日
本人の方々にもお会いしました。それ
からケニアのチャイルドを訪問し、エ
チオピアを経てトーゴに入りました。
　コミュニティ訪問の当日は、ホテル
から 2時間ほどのドライブで現地に
到着。大勢の子どもたちが“アユミ、
アユミ”と私の名前を連呼する歓迎の
歌を歌ってくれる中、アフォアさんと
対面しました。彼女は写真で見る以上
に綺麗な女の子。私の手をとり、歓迎
会場の席まで案内してくれるしぐさが
とっても優雅で惚れ惚れしてしまいま
した。それからご家族に会い、コミュ
ニティを見学し、お母さんの手料理を
ごちそうに。その後は贈り物を交換し、
最後にはみんな一緒に歌って踊って、
まるでお祭りのような状態に！ そん

な中でアフォアさんが「ずっとココに
いてくれたらいいのに…」とつぶやい
たと通訳さんから聞き、「なんてカワ
イイの～！」と大感激でした。
　こうしてあっという間に訪問は終了。
あとはトーゴを観光して帰国するだけ
…のはずだったのですが、実はこの後、
今回の旅最大の危機が待っていました。
翌日、帰りの飛行機の予約確認をした
ところ、席がきちんと取れていないこ
とが発覚。途方に暮れましたが、プラ
ンのスタッフが助けてくださったおか

げで無事飛行機に乗ることができ、日
本へも予定どおり帰国することができ
ました。
　今回の旅の収穫は、予想以上に大き
いものでした。いろいろな方にお会い
し、そこからさらにご縁が広がり、「ア
フリカで教育支援をする」という夢の
実現も見えてきました。その原点にも
なってくれた 2人のチャイルドは、私
にとってとても大切な存在。これから
も彼女たちの成長を見守り、きっとま
た、会いに行きたいと思っています。

4 歳のとき、テレビでアフリカ飢饉のニュースを見て衝撃を受け、
「いつかアフリカの支援活動に関わりたい」と考え続けてきた今岡さん。
その第一歩として、ケニアとトーゴの女の子と交流をスタートし、
2015 年 5 月には、コミュニティ訪問を兼ねてアフリカへと旅立ちました。

● コミュニティ訪問は、出発日の 8 週間前までにお申し込みください。
　 手続き方法などの詳細は、ウェブサイトでご覧いただけます→ http://www.plan-japan.org/supporter/visit/

表紙写真：ザンビアの女子サッカーチーム

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋2-11-22 サンタワーズセンタービル10F
TEL 03-5481-6100  FAX 03-5481-6200　service@plan-japan.org2015 Autumn No.100

www.plan-japan.org

コミュニティ訪問をきっかけに
子どもの頃からの夢が動き始めました！

4 月初旬

4 月中旬　

5/7 ～ 5/8

5/9 ～ 5/14

5/15 ～ 6/15

6/16 ～ 6/25

6/26 ～ 6/30

7/1 ～ 7/2

プラン・ジャパンに訪問申込

「コミュニティ訪問確認書」受取

関西国際空港～ドバイ～フランクフルト

フランクフルト滞在

ナミビア～南アフリカ～ケニア～エチオピア滞在
※ 6/8 にケニアのコミュニティ訪問

トーゴ滞在
※ 6/19 にトーゴのコミュニティ訪問
7:40	 アタパメのホテル出発
10:00	 コミュニティ到着
15:00	 アタパメのプラン事務所に帰着
22:00	 首都ロメのホテルに到着

フランクフルト滞在

フランクフルト～ドーハ～関西国際空港

旅のスケジュール

2014 年

コミュニティ
あげての
大歓迎でした！

スポンサー：今岡鮎美さん／愛媛県
チャイルド：アフォアさん

（女の子／訪問時 15 歳）

コミュニティ訪問に
行ってきました！

T O G Oトーゴ共和国

フランクフルト～ドーハ～関西国際空港


